
 

議案第 26 号 

 
 

こまつ市民読書活動推進計画策定委員会設置要綱について 
 
 

こまつ市民読書活動推進計画策定委員会設置要綱を次のとおり制定する。 
 

 

こまつ市民読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 市民の読書活動を総合的に推進するためのこまつ市民読書活動推進計画(以下

「推進計画」という。)を策定するに当たり、必要な事項について検討を行うため、こ

まつ市民読書活動推進計画策定委員会(以下単に「委員会」という。)を設置する。 

（組織） 

第２条 委員会は、委員10人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから小松市教育委員会が委嘱し、又は任命する。 

⑴  社会教育・社会福祉関係者 

⑵  学校教育関係者  

⑶  幼児教育関係者 

⑷  図書館関係者 

⑸  その他小松市教育委員会が必要と認めた者 

（任期） 

第３条 委員の任期は、前条第２項の規定による委嘱又は任命の日から推進計画の策定が

完了する日までとする。ただし、任期中に委員が交代するときは、後任者の任期は、前

任者の残任期間とする。 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理す

る。 

（会議） 

第５条 委員会の会議(以下「会議」という。)は、委員長が招集し、その議長となる。た

だし、委員長がないときの会議は、教育長が招集する。 

２ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

３ 委員長は、必要と認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見若しく

は説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（事務局） 

第７条 委員会の事務局を、主管課におく。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

附 則 

この要綱は、令和６年 月 日から施行する。 

令和６年 10 月 15 日 
教育委員会会議 資料 

図書館 
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議案第 27 号 

 

 

こまつ市民読書活動推進計画策定委員の委嘱及び任命について 
 

 

こまつ市民読書活動推進計画策定委員会設置要綱第２条の規定に基づき、次のとおり委員

を委嘱及び任命する。 

 

 

１ 委嘱及び任命する委員 

関 係 氏 名 備 考 

図書館 岸本 衆志 小松市立図書館協議会委員長 

社会福祉・教育 山本 周 小松市社会福祉協議会会長 

幼児教育 中田 浩大 
小松市教育・保育協議会会長 

（こばと第２こども園園長） 

幼児教育 上出 美智代 
私立幼稚園協会加南支部支部長 

（白嶺幼稚園園長） 

社会教育 

地域・家庭 
田村 義彦 小松市立学校PTA連合会会長 

学校教育 木下 真由美 
小松市学校図書館協議会会長 

（月津小学校校長） 

社会教育 

青年期・図書館 
西村 聡 

公立小松大学附属図書館館長 

(  〃  国際文化交流学部教授) 

社会教育 

地域・家庭 
森 和美 

小松市放課後児童クラブ連絡協議会

会長（矢田野こども園園長） 

 

 

２ 任期 

 委嘱及び任命した日からこまつ市民読書活動推進計画策定委員会設置要綱第３条に規定す

る推進計画策定完了の日までとする。 

 

 

令和６年 10月 15日 
教育委員会会議 資料 

図書館 
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令和６年度小松市教育功労賞について 

 
 
 本賞は小松市表彰規則（昭和 39 年小松市規則第 33 号）第２条第１項第２号

及び第９号に基づき、教育、学術、技芸、その他文化の振興に功績があった方

を顕彰し、これを表彰するものである。 

 令和６年 10 月３日に行われた、小松市功労３賞選考委員会において、本年度

の教育功労賞として、下記の個人２名を推薦する旨の答申があり、市長がこの

答申を適当と認め、決定したものである。 

 
 
記 

 

（年齢は令和６年１２月１日を基準） 

（敬称省略） 

 
 

松
まつ

下
した

  京
きょ

子
うこ

    （芦田町 ８６歳） 

久
ひさ

木
 き

  義 則
よしのり

    （白松町 ８２歳） 

 
 
 
 
※報道発表は令和６年１０月２１日ですので、それまではご内分に願います。 

 
※表彰式 令和６年１２月１日（日） 

令和６年 10 月 15 日 

教育委員会会議 資料 

教育庶務課  
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令和６年度小松市教育功労賞受賞者 

 

 

（年齢は令和６年１２月１日を基準） 

（敬称省略） 

 

○ 松下 京子 （芦田町 ８６歳） 

俳句活動において長年尽力され、平成26年から小松俳文学協会会長、令和4年から現在に至るま

で同会顧問を歴任。「小松文芸」の発行委員や俳句部門の審査員も長年務められ、後進の指導・育成

に大きく貢献された。 

また「小・中学生かけはし文芸コンクール」俳句部門や、同コンクール内「森山啓ジュニア文芸

賞」の審査員も熱心に務められ、俳文学を通して子どもたちの豊かな情操を養うことに貢献された。 

 

 

○ 久木 義則 （白松町 ８２歳） 

長年にわたり、小松市のみならず石川県全体の障害者支援や福祉政策に携わってこられた。平成

９年からは22年間にわたり、小松市手をつなぐ育成会会長及び小松市特別支援教育振興会会長に就

任。平成25年からは７年間にわたり、石川県手をつなぐ育成会会長及び石川県特別支援教育振興会

会長を務められ、石川県の特別支援教育を牽引・尽力されてきた。 

また、社会福祉法人こまつ育成会設立や福祉の店「夢や」に携わり、地域福祉の発展に多大な貢

献をされている。 
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寄附の受納について 

 

 

 能美小松地方の方言に関心を持ってもらうため、次のとおり寄附

の申し出がありました。 

 

 

 １．寄 附 者  本多 良二（能美市） 

 

 

 ２．寄附物品  「能美・小松の方言ノート」 

 

  

 ３．受 納 日  令和６年１０月８日 

 

 ※受納物品は、各小中学校へ配付予定。 

 

令和６年 10 月 15 日 
教育委員会会議 資料 

学校教育課 
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部活動の地域移行について
～小松市～

国 市

令和６年10月15日
教育委員会会議 資料

学校教育課
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種目別協会
10月 11月～3月 R7.4月～8月 ９月

・教員は兼職兼業申請により、本人の希望に
より、休日の活動に参加可能 （日当支給）

・新たな地域クラブ設立は、小松市へ申請
・教員以外が大会引率を行う場合に必要な
資格取得経費については、運営費で補助

※文化（吹奏楽）は、R7モデル校で試行し、R8に移行予定

7



兼職兼業の許可を受けるための
プロセス

地域クラブ

教師等

学校⾧

小松市教育委員会

⓪地域クラブ活動に
おける指導等の依頼

①兼職兼業許可申請書の提出

③希望する教師等の兼職兼業
の許可の申請

④本務への支障の有無や報酬
額などの確認

②本務への支障の有無などの
確認・了承

⑤兼職兼業
の許可

⑥協会員または
地域の指導者と
して指導

勤務時間外で週８時間、月３０時間、
通常勤務日は３時間を超えないこと

※教師等が実際には指導を望んで
いないにもかかわらず、周囲から
の要望や同調圧力等から断れない
ような事態が生じることは防がな
ければならず、そうした依頼を
行ってはなりません。

⑦報酬
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運動部活動地域移行の準備状況(R6.9月現在）

部活動 開始時期 頻度 活動場所

剣道 R6.4月～ 2～3回/月 小松市武道館

軟式野球 R6.5月～ 2回/月 安宅中学校グランド他

卓球 R6.5月～ 不定期 西部地区体育館

柔道 R6.4月～ 毎週土曜日 小松市武道館・松陽中学校

陸上 R6.9月～ 1回/月 末広陸上競技場

ソフトテニス R6.12月～ 1回/月 協会員が各学校へ

バスケットボール R6.9月～ 1回/月 松陽地区体育館

ハンドボール R6.11月～ 毎週日曜日 市立高校体育館
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